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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水素吸蔵合金を活物質とする電極用ペ―ストにおいて、ポリＮ－ビニルアセトアミドと
ゴム系高分子を含むことを特徴とする電極用ペ―スト。
【請求項２】
　導電性基材に請求項１に記載の電極用ペ―ストを塗布し、乾燥してなるペ―スト式水素
吸蔵合金電極。
【請求項３】
　導電性基材に請求項１に記載の電極用ペ―ストを塗布し、乾燥してペ―スト式水素吸蔵
合金電極を製造するにあたり、上記基材上の不要部分のペ―スト乾燥物を回収し、これに
溶剤を加えて電極用ペ―ストとして再利用することを特徴とするペ―スト式水素吸蔵合金
電極の製造方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の水素吸蔵合金電極からなる負極と、ニツケル極からなる正極と、上記
の負極と正極との間に介装されたセパレ―タと、アルカリ電解液とを備えていることを特
徴とするニツケル水素蓄電池。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、水素吸蔵合金を活物質とする電極用ペ―ストと、これを導電性基材に塗布し、
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乾燥してなるペ―スト式水素吸蔵合金電極と、この電極の製造方法と、さらにこの電極を
負極として用いたニツケル水素蓄電池とに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ニツケル水素蓄電池は、水素を負極活物質として動作するものであり、可逆的に水素を吸
蔵・放出することができる水素吸蔵合金を導電性基材に担持させてなる水素吸蔵合金電極
と、通常、正極活物質として動作するニツケル水酸化物を導電性基材に担持してなるニツ
ケル極とを、セパレ―タを介してアルカリ電解液中に配置することにより、構成されてい
る。
【０００３】
上記の水素吸蔵合金電極は、たとえば、粉末状の水素吸蔵合金を活物質とし、これを高分
子結着剤などとともに溶剤に分散させた電極用ペ―ストを調製し、これを導電性基材に塗
布し、乾燥することにより、製造される。
【０００４】
このようなペ―スト式水素吸蔵合金電極を工業的に量産するには、電極用ペ―ストを塗布
工程に連続的に供給して、ラインを停止することなく連続塗布する方法が採用される。こ
の場合、ペ―スト調製時から塗布完了時までに長時間を要しているのが実状であり、した
がつて、電極用ペ―ストには成分、組成、粘度などの経時変化の少ない安定性が求められ
る。とくに、上記の量産化方法では塗布速度の問題から塗布工程が律速段階となり、ペ―
スト調製時から塗布時までに数日間かかることが多く、長時間の安定性が要求される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに、従来の電極用ペ―ストは、調製後、経時的に粘度が低下する傾向があり、この
ため、得られる水素吸蔵合金電極は、連続塗布における塗布開始時と塗布終了時とで電極
重量などの特性面で均一性が損なわれ、とくに高容量化のために水素吸蔵合金粉末の充填
性を高めたものでは、ペ―ストの安定性がさらに劣化するため、上記均一性がより一段と
損なわれやすい。その結果、この水素吸蔵合金電極を用いて組み立てられたニツケル水素
蓄電池は、容量のバラツキが生じやすくなり、歩留りの低下を招くという問題があつた。
【０００６】
また、上記の電極用ペ―ストは、本来、結着剤や増粘剤を含有して粘着性が高いため、連
続塗布の立ち上げ時に流動性が不足し、塗布開始後所定の厚みになるまでの塗布分は、性
状の安定しない、電極への利用が不可能な不要部分として、廃棄している。すなわち、基
材上の上記塗布分のペ―スト乾燥物をかき落として廃棄したり、また基材が発泡体である
ときは発泡体内部にペ―ストが充填されているため、かき落とすこともできず、基材に充
填したままの状態で廃棄している。しかし、このような廃棄は、省資源や製品の歩留りの
点で問題があつた。
【０００７】
電極用ペ―ストの安定性に関しては、特開平５－２８０３６３号、同７－１１４９２３号
、同９－２０４９１７号などの公報には、ペ―ストの調製にあたつて一定温度以上に制御
したり、ペ―ストの調製後および塗布時の温度を１０～１５℃に保持したり、調製後のペ
―ストを一定時間放置して粘度を増大させ、その後再度混練して塗布するなどの改良方法
が種々提案されている。しかし、いずれの提案によつても、十分な安定性は得られていな
い。また、特開平４－８２１６１号公報には、ペ―スト中にキレ―ト剤を添加して、ペ―
スト自体の安定性を向上させるという提案がなされているが、キレ―ト剤を添加すること
により電池容量が低下するという別の問題があつた。さらに、上記いずれの提案によつて
も、塗布立ち上げ時の不要部分のペ―スト乾燥物の廃棄による省資源や製品の歩留りの問
題については、なんら解決できるものではなかつた。
【０００８】
本発明は、かかる事情に照らし、上記とは異なる手法により粘度などの経時変化が長時間
にわたり起こりにくい安定性にすぐれた電極用ペ―ストを得ること、また、このペ―スト
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を用いて連続塗布における塗布開始時と塗布終了時とで電極重量などの特性面での均一性
が保持されたペ―スト式水素吸蔵合金電極を得ること、さらに、このような電極の製造に
あたり、塗布立ち上げ時の不要部分のペ―スト乾燥物の廃棄による省資源や製品の歩留り
の問題を回避すること、また、上記の水素吸蔵合金電極を負極に用いて容量のバラツキの
少ない生産性にすぐれたニツケル水素蓄電池を得ることを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記の目的を達成するため、鋭意検討した結果、水素吸蔵合金を活物質と
する電極用ペ―スト中にポリＮ－ビニルアセトアミドまたはこれとゴム系高分子を含ませ
ると、粘度などの経時変化が長時間にわたり起こりにくい安定性にすぐれた電極用ペ―ス
トを得ることができ、このペ―ストを用いることにより連続塗布における塗布開始時と塗
布終了時とで電極重量などの特性面での均一性が保持されたペ―スト式水素吸蔵合金電極
が得られ、またこのような電極の製造にあたり、塗布立ち上げ時の不要部分のペ―スト乾
燥物を回収してこれに溶剤を加えると、上記とほぼ同様の安定性にすぐれた電極用ペ―ス
トを再生でき、これを再利用することで、従来のような不要部分の廃棄による省資源や製
品の歩留りの問題を回避することができ、さらに上記の水素吸蔵合金電極を負極に用いる
ことで容量のバラツキの少ない生産性にすぐれたニツケル水素蓄電池が得られることを知
り、本発明を完成するに至つたものである。
【００１０】
　すなわち、本発明は、水素吸蔵合金を活物質とする電極用ペ―ストにおいて、ポリＮ－
ビニルアセトアミドとゴム系高分子を含むことを特徴とする電極用ペ―スト（請求項１）
に係るものである。また、本発明は、導電性基材に上記構成の電極用ペ―ストを塗布し、
乾燥してなるペ―スト式水素吸蔵合金電極（請求項２）と、このような電極の製造方法と
して、導電性基材上の不要部分のペ―スト乾燥物を回収し、これに溶剤を加えて電極用ペ
―ストとして再利用することを特徴とするペ―スト式水素吸蔵合金電極の製造方法（請求
項３）に係るものである。
　さらに、本発明は、上記の水素吸蔵合金電極からなる負極と、ニツケル極からなる正極
と、上記の負極と正極との間に介装されたセパレ―タと、アルカリ電解液とを備えている
ことを特徴とするニツケル水素蓄電池（請求項４）に係るものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明において、ポリＮ－ビニルアセトアミドが電極用ペ―ストの安定性に好結果を与え
る理由は、つぎのように考えられる。水素吸蔵合金は表面が活性で、ペ―ストの調製後、
長時間放置すると合金中の一部の遷移金属イオンが溶出し、これがペ―スト中の結着剤や
増粘剤などの有機物の酸化分解を促進し、上記有機物の分子量を低下させて粘度を低下さ
せ、また分解物が水素吸蔵合金表面に不可逆的に吸着して粘度低下を助長する。このペ―
スト中にポリＮ－ビニルアセトアミドを含ませると、これが水素吸蔵合金表面に優先的に
吸着して有機層を形成し、この有機層がペ―スト中の結着剤や増粘剤などの酸化分解を抑
え、かつこの有機層自体は遷移金属イオンにより主鎖が切断されにくい構造的に安定な化
合物のため、ペ―ストの安定性が高度に向上してくるものと思われる。
【００１２】
本発明に用いられるポリＮ－ビニルアセトアミドとしては、重量平均分子量が１０，００
０～１０，０００，０００、好ましくは５０，０００～５，０００，０００であるのがよ
い。重量平均分子量を１０，０００以上とすることにより、水素吸蔵合金表面への高い吸
着効果が得られ、また、重量平均分子量を１０，０００，０００以下とすることにより、
ペ―ストの極端な増粘を抑制でき、高容量化のために薄膜化した水素吸蔵合金電極とする
場合でも、連続塗布性にすぐれたペ―ストを得ることができる。
【００１３】
このようなポリＮ－ビニルアセトアミドの使用量は、水素吸蔵合金１００重量部に対して
、通常０．０３～５重量部、好ましくは０．１～３重量部、より好ましくは０．２～２重
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量部とするのがよい。０．０３重量部以上とすることにより、ポリＮ－ビニルアセトアミ
ドの吸着層が水素吸蔵合金表面を十分に被覆でき、結着剤や増粘剤などの酸化分解を抑制
して、長時間放置後でも粘度の低下を極めて少なくすることができ、また５重量部以下と
することにより、活物質である水素吸蔵合金の充填性を向上させることができる。
【００１４】
本発明において、上記のポリＮ－ビニルアセトアミドとともに、ゴム系高分子を併用する
と、ペ―ストの安定性がより一層向上する。このようなゴム系高分子としては、スチレン
と２－エチルヘキシルアクリレ―トを主成分とした共重合体が最も好ましく、その他、ス
チレン－ブタジエン共重合体、天然ゴム、スチレン－イソプレン共重合体、シリコンゴム
などが用いられる。
【００１５】
このようなゴム系高分子は、水素吸蔵合金との相互作用が少ないため、長時間放置により
合金表面から遷移金属イオンが溶出しても、酸化分解される量が少なく、ポリＮ－ビニル
アセトアミドの酸化分解の抑制効果がより良く発揮されるとともに、少量の使用で導電性
基材へのペ―ストの結着性を向上でき、水素吸蔵合金の充填性の向上に寄与させることが
できる。
【００１６】
上記のゴム系高分子の使用量としては、水素吸蔵合金１００重量部に対して、通常０．１
～５重量部、好ましくは０．２～２重量部とするのがよい。０．１重量部以上とすること
により、ペ―ストの導電性基材への良好な結着性を確保することができ、また５重量部以
下にすることにより、ペ―スト中の水素吸蔵合金の充填密度の低下を防止することができ
る。
【００１７】
本発明においては、水素吸蔵合金を活物質とし、これに上記のポリＮ－ビニルアセトアミ
ドを含ませ、また好ましくはさらに上記のゴム系高分子を含ませて、これらを常法により
ペ―スト化することにより、電極用ペ―ストを調製する。このペ―ストの調製にあたり、
溶剤として、たとえば、水またはメタノ―ル、エタノ―ル、イソプロパノ―ルなどのアル
コ―ル性溶剤が用いられる。これらは、それぞれを単独で用いてもよいし、２種以上を併
用してもよい。
【００１８】
水素吸蔵合金としては、Ｚｒ、Ｎｉ、Ｍｎなどを主体としたＡＢ２型合金、Ｍｍ（Ｌａ、
Ｃｅ、Ｎｄ、Ｐｒ）－Ｎｉ系などのＡＢ５型合金があり、これらの中でも、Ｍｍ－Ｎｉ系
の合金でＮｉの一部をＭｎ、Ｃｏ、Ａｌ、Ｍｇ、Ｃｕ、Ｃｒからなる群から選ばれる少な
くとも１種で置換した合金が好ましく、これらは低い水素平衡圧で高容量化を期待できる
が、遷移金属にＭｎを含む合金では、Ｍｎがイオンとしてペ―スト中に溶出しやすく、ペ
―スト調製時の粘度変化が大きいことから、本発明にとくに有用である。また、複数の遷
移金属で置換した水素吸蔵合金の中でも、Ｍｍ中の希土類元素のＬａなどの含有量を多く
した高容量の非化学量論組成の水素吸蔵合金（たとえば、Ｍｍ１に対して他のＮｉ、Ｃｏ
、Ｍｎ、Ａｌなどの合計量が５．０２～５．４５である水素吸蔵合金）は、遷移金属が合
金表面に多く存在し、遷移金属イオンの溶出量が多くなるため、本発明にとくに有用であ
る。
【００１９】
この電極用ペ―スト中には、必要により、従来から用いられている結着剤や増粘剤を配合
してもよい。結着剤としては、ポリテトラフルオロエチレン、ポリエチレンなどが挙げら
れ、増粘剤としては、メチルセルロ―ス、ヒドロキシプロピルセルロ―ス、カルボキシメ
チルセルロ―ス、ポリアクリルアミド、ポリビニルピロリドン、ポリエチレンオキシド、
ポリビニルアルコ―ルなどが挙げられる。これらの結着剤や増粘剤の使用量としては、遷
移金属イオンによる酸化分解および水素吸蔵合金の充填性を考えると、水素吸蔵合金１０
０重量部に対して、通常０．０１～１重量部とするのが好ましい。
【００２０】
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また、上記のペ―スト中には、従来から用いられている導電剤を配合してもよい。この導
電剤にはニツケル粉、コバルト粉、銅粉、カ―ボン粉などがあるが、これらの中でも、粒
径が５μｍ以下で、酸素含有量が０．２～１．５重量％であるニツケル粉を用いるのが最
も好ましい。導電剤は、水素吸蔵合金の導電性を高めて負極としての集電能を向上させ、
また水素吸蔵合金の充填性を向上させるため、微粒子状態のものが用いられるが、このよ
うな微粒子状態のものは、通常、粒子同士が凝集しやすく、均一なペ―ストの調製に難が
あり、増粘化しやすい。しかし、上記の特定酸素含有量のニツケル粉は、結着剤の吸着形
態を改善し、また少量の結着剤量でもニツケル粉の分散性が良くなり、均一なペ―ストの
調製を可能にするとともに、ペ―ストの増粘化も低下できる。
【００２１】
本発明においては、このように調製される電極用ペ―ストを、導電性基材に塗布し、乾燥
することにより、またその後必要によりプレス処理することにより、ペ―スト式水素吸蔵
合金電極を作製する。上記の導電性基材としては、パンチングメタル、発泡メタルなどの
耐アルカリ性金属多孔体などが用いられる。パンチングメタルは、三次元構造を有する発
泡メタルに比べて、集電能に劣るが、導電剤である前記ニツケル粉を用いることにより、
集電効果が高められる。
【００２２】
また、上記の塗布工程では、量産化のために、連続塗布方式が採用されるが、電極用ペ―
ストの長時間安定性により、塗布開始時から塗布終了時にわたつて安定した塗布量を確保
でき、その結果、得られるペ―スト式水素吸蔵合金電極は、重量などの特性面で均一性が
保たれたものとなる。さらに、乾燥工程では、乾燥温度を５０～１００℃の範囲に設定す
るのが望ましい。５０℃以上とすることにより、塗布ペ―ストを十分に乾燥でき、その後
のブレス処理による圧延を良好に行える。また、１００℃以下とすることにより、結着剤
や増粘剤の酸化を防ぎ、分解を抑制することができるので、ペ―スト乾燥物を再利用する
ために溶剤を加えた場合に、初期のペ―スト粘度を保持させることができる。
【００２３】
このようなペ―スト式水素吸蔵合金電極の製造においては、既述のとおり、連続塗布の立
ち上げ時にペ―スト乾燥物の不要部分が発生する。本発明では、この不要部分を廃棄する
ことなく、導電性基材上よりかき落とすなどして回収し、これに溶剤を加えて電極用ペ―
ストとして再生することができる。その際、新たな添加剤などを加える必要はなく、溶剤
を加えて均一に混練するだけの簡単な操作により、初期ペ―ストとほぼ同じ粘度を有する
安定性の良好な電極用ペ―ストを再生できる。したがつて、この再生ペ―ストは、初期ペ
―ストの場合と同様に、導電性基材への塗布用として再利用でき、これにより、重量など
の特性面で均一性が保たれたペ―スト式水素吸蔵合金電極を製造できる。その結果、従来
のような廃棄による省資源や製品の歩留りの問題を回避することができる。
【００２４】
上記の再生ペ―ストの調製において、使用する溶剤としては、前記した初期ペ―ストの場
合と同様の溶剤、つまり、水またはメタノ―ル、エタノ―ル、イソプロパノ―ルなどのア
ルコ―ル性溶剤が用いられ、これらは、それぞれを単独で用いてもよいし、２種以上を併
用してもよい。
【００２５】
本発明において、このような溶剤を加えるだけの簡単な操作で、初期ペ―ストとほとんど
変わらない再生ペ―ストを調製できる理由は、以下のように、考えられる。すなわち、ペ
―スト乾燥物には、水素吸蔵合金の粒子表面に初期ペ―ストに加えたポリＮ－ビニルアセ
トアミドが吸着しており、これに水などの溶剤を加えると、上記のポリＮ－ビニルアセト
アミドが分子内に極性のアミド基を持つ上記溶剤との親和性の高い分子構造を有している
ため、上記溶剤に容易に再溶解して増粘効果を発揮するためではないかと思われる。
【００２６】
本発明のニツケル水素蓄電池は、ニツケル極からなる正極に対し、上記構成の水素吸蔵合
金電極を負極としたことを特徴としており、上記水素吸蔵合金電極の重量などの特性面で
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の均一性により、容量のバラツキの少ない生産性（歩留り）にすぐれたニツケル水素蓄電
池を提供できる。とくに、上記構成の水素吸蔵合金電極の製造にあたり、前記した再生ペ
―ストを用いたときでも、上記容量のバラツキの少ないニツケル水素蓄電池を提供でき、
再生ペ―ストの再利用によつて、省資源化とさらに生産性（歩留り）のさらなる向上に貢
献できる。
【００２７】
このニツケル水素蓄電池は、たとえば、上記構成の水素吸蔵合金電極からなる負極とニツ
ケル極からなる正極とを、セパレ―タを介して積層し、これを電池缶に挿入したのち、ア
ルカリ電解液を注入することにより、作製される。ここで、上記のニツケル極は、たとえ
ば、水酸化ニツケル粉、導電剤および結着剤を水の存在下で混合分散させてペ―ストとし
、これを耐アルカリ性金属多孔体などからなる導電性基材に塗布し、乾燥したのち、圧延
処理し、所定サイズに裁断することにより、つくられる。また、上記のセパレ―タとして
は、ポリオレフイン繊維やポリアミド繊維などからなる不織布に親水基を付与したものな
どが好ましく用いられる。また、上記のアルカリ電解液としては、リチウム塩などの電解
質を溶解した水酸化カリウム水溶液などが好ましく用いられる。
【００２８】
【実施例】
以下、本発明の実施例を記載して、より具体的に説明する。ただし、本発明はこれらの実
施例にのみ限定されるものでなく、本発明の思想を逸脱しない範囲内で適宜変更可能であ
ることはいうまでもない。なお、以下の実施例において、部とあるのは重量部を意味する
ものとする。
【００２９】
実施例１
組成がＭｍＮｉ4.05Ｃｏ0.45Ｍｎ0.5 Ａｌ0.35（Ｍｍの組成がＬａ：０．３２原子％、Ｃ
ｅ：０．４８原子％、Ｎｄ：０．１５原子％、Ｐｒ：０．０４原子％で、Ｍｍｌに対して
Ｎｉ、Ｃｏ、ＭｎおよびＡｌの合計が５．３５）で示される水素吸蔵合金粉末１００部に
、導電剤としてニツケル粉（粒径２μｍ、酸素含有量１．０重量％）２部、濃度１０重量
％のポリＮ－ビニルアセトアミド（重量平均分子量：３，０００，０００）水溶液１２部
、濃度４２．５重量％のスチレン－２－エチルヘキシルアクリレ―ト共重合体（スチレン
ユニツト３５モル％、２－エチルヘキシルアクリレ―トユニツト６５モル％）水分散液１
．６部（固形分として水素吸蔵合金１００部に対して０．６８部）を配合し、これらをよ
く混合して、電極用ペ―ストを調製した。
【００３０】
実施例２
ポリＮ－ビニルアセトアミド水溶液の使用部数を１２部から２０部に変更するとともに、
スチレン－２－エチルヘキシルアクリレ―ト共重合体水分散液の使用部数を１．６部から
０．５部に変更した以外は、実施例１と同様にして、電極用ペ―ストを調製した。
【００３１】
実施例３
ポリＮ－ビニルアセトアミド水溶液の使用部数を１２部から４部に変更するとともに、ス
チレン－２－エチルヘキシルアクリレ―ト共重合体水分散液の使用部数を１．６部から４
．７部に変更した以外は、実施例１と同様にして、電極用ペ―ストを調製した。
【００３２】
実施例４
ポリＮ－ビニルアセトアミド水溶液の使用部数を１２部から２０部に変更し、かつスチレ
ン－２－エチルヘキシルアクリレ―ト共重合体水分散液の使用を省いた以外は、実施例１
と同様にして、電極用ペ―ストを調製した。
【００３３】
比較例１
ポリＮ－ビニルアセトアミド水溶液１２部およびスチレン－２－エチルヘキシルアクリレ
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液２０部を使用した以外は、実施例１と同様にして、電極用ペ―ストを調製した。
【００３４】
比較例２
ポリＮ－ビニルアセトアミド水溶液１２部およびスチレン－２－エチルヘキシルアクリレ
―ト共重合体水分散液１．６部の代わりに、濃度１０重量％のポリエチレンオキシド水溶
液２０部を使用した以外は、実施例１と同様にして、電極用ペ―ストを調製した。
【００３５】
上記の実施例１～４および比較例１，２の各電極用ペ―ストの安定性を、以下のように調
べた。すなわち、各ペ―スト１００ｇをビ―カに採取し、２０℃で２日間放置し、その粘
度変化をＢ型粘度計で追跡した。これらの結果は、図１に示されるとおりであつた。なお
、図１中、曲線－１ａは実施例１の結果、曲線－２ａは実施例２の結果、曲線－３ａは実
施例３の結果、曲線－４ａは実施例４の結果、曲線－１ｂは比較例１の結果、曲線－２ｂ
は比較例２の結果である。
【００３６】
図１から明らかなように、本発明のポリＮ－ビニルアセトアミドまたはこれとゴム系高分
子であるスチレン－２－エチルヘキシルアクリレ―ト共重合体を含ませた実施例１～４の
各電極用ペ―ストは、非化学両論組成の水素吸蔵合金を活物質とした場合でも、長時間放
置後の粘度低下がほとんどみられず、安定性にすぐれていることがわかる。これに対して
、ポリＮ－ビニルアセトアミドを含ませなかつた比較例１，２の両電極用ペ―ストは、調
製直後から粘度が低下しはじめており、安定性に非常に劣つている。
【００３７】
つぎに、上記の実施例１～４および比較例１，２の各電極用ペ―ストを用い、下記の方法
により、ペ―スト式水素吸蔵合金電極を作製し、均一性の評価を行つた。結果は、表１に
示されるとおりであつた。
【００３８】
＜ペ―スト式水素吸蔵合金電極の作製とその評価＞
導電性基材として、厚さが６０μｍ、幅が１３５mm、長さが２４０ｍのパンチングメタル
を使用し、この基材の両面に電極用ペ―ストを連続塗布方式により乾燥後の総厚が５００
μｍになるように塗布し、７０℃で乾燥したのち、圧延処理して、シ―ト状物とした。こ
のシ―ト状物の塗布開始部分と塗布終了部分とをそれぞれ幅３６mm、長さ６７mmに裁断し
て、各１，０００枚の水素吸蔵合金電極を作製し、その重量を測定して、平均値およびバ
ラツキを調べた。
【００３９】
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上記の表１から明らかなように、本発明の実施例１～４の電極用ペ―ストを用いて連続塗
布方式により作製したペ―スト式水素吸蔵合金電極は、塗布開始時と塗布終了時とで重量
に変化がなく、バラツキもほぼ同じであり、連続塗布方式でも均質な電極を作製できるも
のであることがわかる。これに対し、比較例１，２の電極用ペ―ストを用いて作製したペ
―スト式水素吸蔵合金電極は、塗布開始時と塗布終了時とで重量にかなりの差があり、塗
布終了時では重量のバラツキが大きく、電極の歩留りに問題を生じやすく、安定した連続
塗布を行いにくい。
【００４１】
つぎに、上記の方法で作製した各１，０００枚のペ―スト式水素吸蔵合金電極を負極に用
いて、以下の方法により、ニツケル水素蓄電池を作製し、均一性の評価を行つた。結果は
、表２に示されるとおりであつた。
【００４２】
＜ニツケル水素蓄電池の作製とその評価＞
上記の各ペ―スト式水素吸蔵合金電極からなる負極と公知のペ―スト式ニツケル正極とを
組み合わせ、これらをナイロン不織布製のセパレ―タを介して捲回して、単４サイズの電
極缶に入れ、これにアルカリ電解液（３０重量％の水酸化カリウム水溶液１リツトルにＬ
ｉＯＨを１７ｇと酸化亜鉛３３ｇを溶解させた水溶液）を注入したのち、密閉して、６０
℃で１７時間保存し、２９５ｍＡで２．５時間充電し、３８０ｍＡで放電した。この充放
電サイクルを放電容量が一定になるまで繰り返して、ニツケル水素蓄電池を作製した。こ
の電池を１４５ｍＡで満充電し、１時間休止後１００ｍＡで電池電圧が１Ｖとなるまで放
電して、標準容量を求めた。各１，０００個の電池の平均値およびバラツキを評価した。
【００４３】
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【００４４】
上記の表２から明らかなように、本発明の実施例１～４の電極用ペ―ストから連続塗布方
式で作製したペ―スト式水素吸蔵合金電極を負極に用いた各ニツケル水素蓄電池は、上記
の連続塗布方式における塗布開始時と塗布終了時とで電池容量のバラツキが少なく、安定
した生産が可能であり、電池の歩留りを大きく向上できるものであることがわかる。とく
にポリＮ－ビニルアセトアミドとともに、ゴム系高分子を併用した実施例１～３の上記ニ
ツケル水素蓄電池では、塗布終了時でも高い電池容量が得られており、高容量化に適して
いる。これに対し、比較例１，２の電極用ペ―ストから連続塗布方式で作製したペ―スト
式水素吸蔵合金電極を負極に用いたニツケル水素蓄電池は、上記電池容量のバラツキが大
きく、安定した生産が困難であり、電池の歩留りが大きく低下する。
【００４５】
つぎに、塗布立ち上げ時の不要部分のペ―スト乾燥物を回収し、再生ペ―ストとして電極
用ペ―ストに再利用したときの試験結果を、以下に説明する。まず、実施例１で得た初期
の電極用ペ―ストを、厚さが６０μｍ、幅が１３５mm、長さが２４０ｍのパンチングメタ
ルからなる導電性基材の両面に、連続塗布方式にて乾燥後の総厚が５００μｍになるよう
に塗布し、７０℃で乾燥して、ペ―スト式水素吸蔵合金電極を作製する方法において、塗
布立ち上げ時に発生した不要部分のペ―スト乾燥物を、上記の基材上よりかき落として回
収した。このように回収したペ―スト乾燥物の１Kgに水を加えて均一に混練し、水素吸蔵
合金を含有する電極用ペ―ストとしての再生ペ―ストを調製した。
【００４６】
この再生ペ―ストの初期粘度は６４，５０００ｍＰａ／ｓ（３０℃）であり、実施例１の
初期粘度６５，０００ｍＰａ／ｓ（３０℃）とほぼ同じであり、初期ペ―ストと同様の再
生ペ―ストを調製できるものであることがわかつた。また、この再生ペ―ストを用いて、
実施例１と同様にして、ペ―スト式水素吸蔵合金電極を作製し、その塗布開始部分の電極
を負極に用いて、実施例１と同様にして、ニツケル水素蓄電池を作製した。この電池の標
準容量を測定したところ、５８１ｍＡｈであり、実施例１の塗布開始部分の電極を負極に
用いたニツケル水素蓄電池の標準容量平均値５８０ｍＡｈとほとんど同じであることがわ
かつた。
【００４７】
【発明の効果】
以上のように、本発明では、水素吸蔵合金を活物質とする電極用ペ―スト中にポリＮ－ビ
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ニルアセトアミドまたはこれとゴム系高分子を含ませる構成としたことにより、長時間の
安定性にすぐれた電極用ペ―ストを得ることができ、連続塗布方式でも均一性が保持され
たペ―スト式水素吸蔵合金電極と、さらに容量のバラツキの少ない生産性にすぐれたニツ
ケル水素蓄電池を得ることができる。とくに、Ｍｍ－Ｎｉ系合金でＮｉの一部をＭｎなど
の遷移金属で置換した水素吸蔵合金に対し、本発明を適用した場合でも、安定性にすぐれ
た電極用ペ―ストと均一なペ―スト式水素吸蔵合金電極が得られる。また、本発明の上記
電極用ペ―ストでは、従来廃棄処理していた塗布立ち上げ時に発生する不要部分のペ―ス
ト乾燥物を有効に再利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１～４の電極用ペ―ストと比較例１，２の電極用ペ―ストとについて、粘
度の経日変化を示す特性図である。
【符号の説明】
１ａ　実施例１の電極用ペ―ストの特性曲線
２ａ　実施例２の電極用ペ―ストの特性曲線
３ａ　実施例３の電極用ペ―ストの特性曲線
４ａ　実施例４の電極用ペ―ストの特性曲線
１ｂ　比較例１の電極用ペ―ストの特性曲線
２ｂ　比較例２の電極用ペ―ストの特性曲線

【図１】
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